
【ロジスティクス分野（倉庫業部門）】
【職　種】倉庫運営

【職　務】現品管理

【概要】

棚卸し業務計画の策定・実施や結果の検証、及び保管貨物の特性に応じた適正な保管品質の維持・改善を行う仕事。

【仕事の内容】

仕事の内容は大きく２つに分けられる。会社の規模によって、一人の担当者が下記すべての仕事を担当する場合もあれば、異なる部署に分かれている場合もある。

①棚卸し業務

棚卸し業務計画を策定・実施し、理論在庫数と実在庫数の付き合わせを行う仕事。付帯する業務として、顧客の要請に基づく入庫貨物受領書や入庫・出庫報告書の交付等も行う。

なお、倉庫内における貨物の実数カウント作業は、通常は保管作業の一部として倉庫内作業者が行う。
　②保管品質の向上

　　保管貨物の種類、性質、荷姿、個数等に応じた保管品質の維持・向上を図る仕事。

【求められる知識・経験】

①（採用）現品管理の仕事を行うための学歴要件は問われないことが多い。ただし、貨物の在庫情報の提供は倉庫業における重要な付帯サービスであり、入出荷に関わる社内処理のための各種帳票の発行や顧客に対する交付書面の手配など、相応の実務経験が求められる。

②（知識）現品管理の適正な取扱に関する社内規定に明記された義務や遵守事項についての知識及び品質管理の方法・手段に関する知識が必要である。

③（能力）棚卸し作業計画の進捗管理とともに棚卸しの結果発生した問題・課題への対処能力や、保管品質向上のための業務遂行能力が求められる。

【関連する資格・検定等】

　・中央職業能力開発協会の実施する認定試験
・ビジネス・キャリア制度（物流管理）

・社団法人日本ロジスティクスシステム協会の実施する認定資格

・物流技術管理士

・倉庫業法に基づく認定資格

・倉庫管理主任者

　・労働安全衛生法に基づく資格

・はい作業主任者

【労働省職業分類（小分類）との対応】

259　その他の一般事務従事者
















